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1. 2026年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2025年4月1日～2025年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期中間期 3,111 △1.4 △199 ― △203 ― △206 ―

2025年3月期中間期 3,154 △12.7 △228 ― △205 ― △147 ―

（注）包括利益 2026年3月期中間期　　△196百万円 （―％） 2025年3月期中間期　　△175百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期中間期 △215.23 ―

2025年3月期中間期 △154.25 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期中間期 5,709 2,136 37.4

2025年3月期 6,024 2,332 38.7

（参考）自己資本 2026年3月期中間期 2,136百万円 2025年3月期 2,332百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2026年3月期 ― ―

2026年3月期（予想） ― 12.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,300 0.3 50 28.8 50 △34.9 40 ― 41.78

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期中間期 962,948 株 2025年3月期 962,948 株

② 期末自己株式数 2026年3月期中間期 5,452 株 2025年3月期 5,452 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年3月期中間期 957,496 株 2025年3月期中間期 957,506 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び

業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「1．経営成績等の概況　（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。
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１．経営成績等の概況
（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間（2025年４月１日～2025年９月30日）におけるわが国経済は、個人の雇用環境や所得水準の

改善がみられるなど、引き続き景気が緩やかに回復した一方で、中東を含む不安定な世界情勢や円安環境下での資

材価格上昇等により、当社が主力お取引先とさせて頂いております農産物生産者を取り巻く環境は、先行き不透明

な状況で推移しました。

　このような経営環境の中で、当社グループは『お客様が求める環境作りのために私たち(社員)はお客様の声を起

点に農と住の明日を創造する会社を目指します』を事業骨子とし、引き続き販売力の強化や新製品の開発に取り組

んでまいりました。

　当社グループが主力としております熱機器事業は、前年度に増加しました海外向けヒートポンプ販売が一巡した

こと等により、農用熱機器販売が伸び悩み、前年同期に比べ売上高が減少いたしました。

　その結果、総売上高は31億１千１百万円(前年同期比1.4%減)となりました。

　損益面においては、売上高の減少に加え、円安進行による輸入製品のコスト上昇により売上総利益は前年同期比

２千９百万円減少しましたが、研究開発費の選択と集中等の費用削減努力により販売費及び一般管理費が前年同期

比５千７百万円減少したことから、営業損失は１億９千９百万円(前年同期２億２千８百万円の営業損失)、経常損

失は２億３百万円(前年同期２億５百万円の経常損失)と夫々、前年同期比で増益となりました。一方、親会社株主

に帰属する中間純損失は、法人税等調整額が前年同期比６千９百万円増加したことから、２億６百万円(前年同期

１億４千７百万円の親会社株主に帰属する中間純損失)と、前年同期比減益となりました。

[熱機器事業]

　当社グループが主力としております熱機器事業は、前年度に増加しました海外向けヒートポンプ販売が一巡した

こと等により、農用熱機器販売が伸び悩み、熱機器事業の売上高28億８千４百万円(前年同期比1.0%減)となりまし

た。

[衛生機器事業]

　衛生機器事業においては、公衆トイレ等の需要減退等により売上高は２億２千５百万円(前年同期比5.5%減)とな

りました。

（２）当中間期の財政状態の概況

[資産]

　当中間連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が１億５千５百万円、棚卸

資産が３千１百万円増加しましたが、売上債権が４億７千１百万円減少したこと等により、２億９千３百万円の減

少となりました。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ、投資その他の資産が２千１百万円増加しましたが、有形固定資産が５千

１百万円減少したこと等により、２千１百万円の減少となりました。

[負債]

　当中間連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ、短期借入金が１億７千３百万円減少しま

したが、仕入債務が１億２千９百万円、賞与引当金が２千５百万円増加したこと等により、２千５百万円の増加と

なりました。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ、長期借入金が１億４百万円減少したこと等により１億４千３百万円の減

少となりました。

[純資産]

　当中間連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ、親会社株主に帰属する中間純損失を２億６

百万円計上したこと等により、１億９千６百万円の減少となりました。

　以上の結果、前連結会計年度末に比べ、総資産は３億１千４百万円減少し、57億９百万円となりました。

（３）当中間期のキャッシュ・フローの概況

　当中間連結会計期間のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、４億８千９百万円のプラス（前年同期は２億２千９百万円のプラス）と

なりました。

　その主な要因は、売上債権の減少４億６千８百万円、税金等調整前中間純損失２億３百万円、仕入債務の増加１

億３千３百万円であります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、４千１百万円のマイナス（前年同期は１千万円のマイナス）となりまし

た。

　その主な要因は、定期預金の払戻による収入１千１百万円、無形固定資産の取得による支出３千１百万円、有形

固定資産の取得による支出２千万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、２億８千万円のマイナス（前年同期は１億４千５百万円のマイナス）と

なりました。

　その主な要因は、短期借入金の返済による支出２億５千万円、短期借入れによる収入１億円であります。

　この結果、現金及び現金同等物の当中間連結会計期間末残高は、６億４千９百万円となりました。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の業績予想については、2025年５月15日に公表いたしました数値から変更しておりません。

- 3 -

ネポン株式会社(7985) 2026年３月期第２四半期（中間期）決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 521,373 676,973
受取手形及び売掛金 1,987,474 1,695,230
電子記録債権 576,039 396,784
商品及び製品 407,906 430,507
仕掛品 126,566 116,754
原材料及び貯蔵品 821,307 840,314
その他 93,684 84,455
貸倒引当金 △570 △478
流動資産合計 4,533,781 4,240,543

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物（純額） 607,347 570,820
その他（純額） 426,049 411,186
有形固定資産合計 1,033,396 982,006

無形固定資産 176,909 184,686
投資その他の資産

その他 280,469 302,169
貸倒引当金 △457 △267
投資その他の資産合計 280,011 301,902

固定資産合計 1,490,317 1,468,595
資産合計 6,024,099 5,709,138

負債の部
流動負債

支払手形及び買掛金 312,867 356,523
電子記録債務 214,041 300,239
短期借入金 1,733,244 1,559,860
未払法人税等 13 11,760
賞与引当金 124,036 149,252
製品保証引当金 8,983 5,394
事務所移転費用引当金 304 -
役員賞与引当金 - 12,519
その他 244,792 268,140
流動負債合計 2,638,282 2,663,689

固定負債
長期借入金 199,746 94,916
役員退職慰労引当金 36,190 35,726
退職給付に係る負債 790,877 754,677
資産除去債務 10,480 10,480
製品保証引当金 4,545 2,245
その他 11,011 11,011
固定負債合計 1,052,851 909,057

負債合計 3,691,133 3,572,747
純資産の部

株主資本
資本金 601,424 601,424
資本剰余金 150,601 150,601
利益剰余金 1,524,544 1,318,457
自己株式 △9,061 △9,061
株主資本合計 2,267,507 2,061,421

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金 18,437 37,572
為替換算調整勘定 △23,059 △22,821
退職給付に係る調整累計額 70,080 60,219
その他の包括利益累計額合計 65,458 74,969

純資産合計 2,332,965 2,136,390
負債純資産合計 6,024,099 5,709,138

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 3,154,274 3,111,520

売上原価 2,116,745 2,103,524

売上総利益 1,037,528 1,007,995

販売費及び一般管理費 1,265,617 1,207,724

営業損失（△） △228,088 △199,728

営業外収益

受取利息 28 91

受取配当金 1,647 1,866

受取地代家賃 4,200 4,200

為替差益 4,448 2,916

その他 23,882 4,098

営業外収益合計 34,207 13,173

営業外費用

支払利息 10,389 13,398

その他 1,242 3,287

営業外費用合計 11,632 16,686

経常損失（△） △205,514 △203,241

特別損失

固定資産除却損 1,669 637

支払補償費 3,467 -

損害補償損失引当金繰入額 5,412 -

特別損失合計 10,548 637

税金等調整前中間純損失（△） △216,062 △203,879

法人税、住民税及び事業税 1,729 2,954

法人税等調整額 △70,101 △747

法人税等合計 △68,372 2,207

中間純損失（△） △147,690 △206,086

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △147,690 △206,086

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純損失（△） △147,690 △206,086

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,981 19,134

為替換算調整勘定 △12,484 237

退職給付に係る調整額 △5,242 △9,861

その他の包括利益合計 △27,708 9,511

中間包括利益 △175,398 △196,574

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △175,398 △196,574

非支配株主に係る中間包括利益 - -

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △216,062 △203,879

減価償却費 78,270 79,168

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △21,644 △45,468

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △2,277 △2,616

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,568 △464

賞与引当金の増減額（△は減少） △21,541 25,216

貸倒引当金の増減額（△は減少） 186 △282

製品保証引当金の増減額（△は減少） 5,691 △5,888

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） - △304

損害補償損失引当金の増減額（△は減少） 5,412 -

受取利息及び受取配当金 △1,676 △1,957

受取地代家賃 △4,200 △4,200

支払利息 10,389 13,398

役員賞与引当金の増減額（△は減少） - 12,519

会員権売却損益（△は益） △2,275 -

固定資産除却損 1,669 637

支払補償費 3,467 -

売上債権の増減額（△は増加） 617,928 468,293

棚卸資産の増減額（△は増加） △95,723 △34,097

仕入債務の増減額（△は減少） 27,571 133,098

その他 △150,055 74,258

小計 225,563 507,433

利息及び配当金の受取額 1,674 1,949

利息の支払額 △10,388 △13,398

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 16,291 △6,881

補償金の支払額 △3,467 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 229,673 489,103

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 35,000 11,000

有形固定資産の取得による支出 △17,070 △20,620

無形固定資産の取得による支出 △33,829 △31,828

その他 5,166 273

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,733 △41,176

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000 100,000

短期借入金の返済による支出 - △250,000

長期借入金の返済による支出 △166,526 △128,214

配当金の支払額 △28,671 △6

自己株式の取得による支出 △20 -

その他 - △2,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △145,218 △280,220

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,039 △1,106

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 74,761 166,600

現金及び現金同等物の期首残高 455,451 483,373

現金及び現金同等物の中間期末残高 530,212 649,973

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
熱機器 衛生機器 計

売上高

外部顧客への売上高 2,914,193 239,096 3,153,289 984 3,154,274

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - - - -

計 2,914,193 239,096 3,153,289 984 3,154,274

セグメント利益 310,680 53,427 364,108 303 364,411

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 364,108

「その他」の区分の利益 303

全社費用（注） △592,500

中間連結損益計算書の営業損失（△） △228,088

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、搬送機器サービス等が含まれており

ます。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
熱機器 衛生機器 計

売上高

外部顧客への売上高 2,884,931 225,949 3,110,880 639 3,111,520

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - - - -

計 2,884,931 225,949 3,110,880 639 3,111,520

セグメント利益 299,700 49,648 349,348 236 349,584

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 349,348

「その他」の区分の利益 236

全社費用（注） △549,312

中間連結損益計算書の営業損失（△） △199,728

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、搬送機器サービス等が含まれており

ます。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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